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第０９－１ ２ ７号 
２００９年７月３１日 

平成２２年３月期 第１四半期業績について 
 

ＡＮＡグループでは、本日７月３１日（金）、平成２２年３月期 第１四半期決算を取りまとめました。

詳細は別添の「平成２２年３月期 第１四半期決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２２年３月期 第１四半期の連結業績 
（１）連結経営成績 
①概況 
・当第１四半期のわが国経済は、世界的な景気後退の影響による企業収益の悪化や設備投資

の大幅な減少が見られ、個人消費も引き続き停滞しました。 
これに加え、新型インフルエンザの発生等、更なる需要減退を招く要因が顕在化し、全事業分

野において近年にない多大な影響を受け、大変厳しい経営環境となりました。 
・費用面では、需給適合を推進してオペレーションコストを抑制するとともに、販売関連費用や人

件費の削減に努めました。 

なお、新型インフルエンザの発生等による需要減退がもたらした減収が通期損益に与える影響

を最小限に抑えるべく、第２四半期以降に「０９年度緊急収支改善策」を展開してまいります。 
                                                      単位：億円（単位未満は切り捨て）   

【連結経営成績】 平成２２年３月期 
第１四半期 

平成２１年３月期 
第１四半期 増減 前年 

同期比(%) 
営 業 収 入 ２，６９８ ３，４５５ ▲７５６ ７８．１ 

営 業 費 用 ３，１２３ ３，３０９ ▲１８６  ９４．４ 

営 業 損 益 ▲４２４ １４６  ▲５７０ ――― 

営 業 外 損 益 ▲ ７０ ▲３５  ▲ ３５ ――― 

経 常 損 益 ▲４９４ １１０  ▲６０５ ――― 

特 別 損 益   １４   ９   ４ １５４．５ 
四半期純利益または純損失（▲） ▲２９２ ６６ ▲３５８  ――― 

 

単位：億円（単位未満は切り捨て）   
平成２２年３月期 
第１四半期 

平成２１年３月期 
第１四半期 増減 

【セグメント情報】 
売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 運 送 事 業 ２，３６８ ▲４１５ ３，０７５ １４５ ▲７０７ ▲５６０ 
旅 行 事 業 ３３６ ▲ １２ ４１５ ▲４ ▲ ７８ ▲  ７ 
そ の 他 の 事 業 ３３８ １ ３６５ ３ ▲ ２６ ▲  ２ 

※連結子会社７５社  持分法適用非連結子会社５社 持分法適用関連会社１８社 

ANANEWS

ＡＮＡ広報室 03-6735-1111 成田 0476-34-7042 羽田 03-5757-5548 伊丹 06-6856-0270 関西 072-456-7342 
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②国内線旅客事業  
・ビジネス需要が低迷していたことから、早期購入型の割引運賃「旅割」を中心とした販売促進

の強化、またシニア層の需要喚起を図る「シニア空割」の新規設定など、個人向けプレジャー

需要喚起を積極的に進めました。 

・しかしながら、日本国内で新型インフルエンザが流行し始めた５月中旬以降は、旅客数の低迷

が続きました。 

・一方、需要低迷が続く中で、一部路線の休減便、需要動向に応じた機材配置の見直しの継続

展開を進め、オペレーションコストの抑制を図りました。 

（単位未満は切り捨て）   

【国内線旅客事業】 平成２２年３月期 
第１四半期 

平成２１年３月期 
第１四半期 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） １，３８６ １，６６４ ▲  ２７８ ８３．３ 
旅客数（千人） ９，０３０ １０，４５３ ▲１，４２２ ８６．４ 
座席キロ（百万座席キロ） １４，３１８ １４，９２３ ▲  ６０５ ９５．９ 
旅客キロ（百万人キロ） ７，９４８ ９，０８２ ▲１，１３３ ８７．５ 
利用率（％） ５５．５ ６０．９ ▲  ５．３ ――― 

 

 

 

③国際線旅客事業  
・国内線同様、プレジャー需要の喚起を図るべく、４月以降の燃油特別付加運賃の値下げを先取

りした早期購入型の期間限定割引運賃「エコ割春一番」の発売等、積極的な需要喚起に取り組

みました。 

・この施策により、ゴールデンウイーク期間中の旅客数は前年同期を上回りましたが、新型インフ

ルエンザの流行に伴い、企業での出張制限や旅行のキャンセル等が継続しました。さらに、ビ

ジネスクラスの利用減少、燃油特別付加運賃の値下げ等により、単価が下落しました。 

・また、国際線においてもこうした事業環境における収益悪化に対する時限的対応として路線の

休減便を実施するとともに機材の小型化という需給適合を推し進めました。 

（単位未満は切り捨て）   

【国際線旅客事業】 平成２２年３月期 
第１四半期 

平成２１年３月期 
第１四半期 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） ４３８ ７８５ ▲３４６ ５５．９ 
旅客数（千人） ９７０ １，１４８ ▲１７８ ８４．５ 
座席キロ（百万座席キロ） ６，６６９ ７，０８６ ▲４１７ ９４．１ 
旅客キロ（百万人キロ） ４，４４６ ５，１２１ ▲６７５ ８６．８ 
利用率（％） ６６．７ ７２．３ ▲５．６ ――― 



                        

 3

 
④貨物事業 
・国内線は、輸送重量は前年同期を下回りましたが、宅配貨物は沖縄発着便を中心に堅調に推

移しました。 
・国際線は、世界的な景気後退の影響を受けて需要が伸び悩み、輸送重量は前年を下回りまし

たが、本年３月以降徐々に回復の動きを見せており、内需拡大策を進めている中国向け貨物は

前年同期並みの輸送実績となりました。 

（単位未満は切り捨て）   

【貨物事業】 平成２２年３月期 
第１四半期 

平成２１年３月期 
第１四半期 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） ７６ ８０ ▲ ４ ９４．７ 
輸送重量（千ﾄﾝ） １０９ １１３ ▲ ４ ９６．４ 

国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １０８ １１０ ▲ １ ９８．７ 
売上高（億円） １０２ １９６ ▲９３ ５２．３ 
輸送重量（千ﾄﾝ） ８６ ９７ ▲１０ ８９．１ 

国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ３８８ ４５９ ▲７０ ８４．６ 
 
 
 
（２）連結財政状態 
・資産の部では、航空機の投資を行った結果、固定資産が増加しました。 
・有利子負債は、新規の借入により１，０６０億円増加しました。 
・自己資本は６６億円増加の３,２８５億円、自己資本比率は１８．０％となりました。 

（単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２２年３月期 
第１四半期 平成２１年３月期 増減 

総資産（億円） １８，２２４ １７，６１０ ６１３ 
自己資本（億円） （注１） ３，２８５ ３，２１８ ６６ 
自己資本比率（％） １８．０ １８．３ ▲０．２ 
有利子負債残高（億円） （注２） １０，０３２ ８，９７２ １，０６０ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） ３．１ ２．８ ０．３ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況 
・営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失に、減価償却費や税金の支払 

などの調整の結果、８５億円の支出となりました。 
・投資活動によるキャッシュ・フローは、航空機関連の投資などを行った結果、８８８億円の支出と

なりました。 

 ・財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金やリース債務の返済を進める一方、新規の借入に

より資金調達を行った結果、９６０億円の収入となりました。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２２年３月期 
第１四半期 

平成２１年３月期 
第１四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲ ８５ ▲３８８ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲８８８ ▲１５３ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ９６０ ３４１ 

現金および現金同等物期末残高 １，４２０ １，５９８ 

減価償却費 ２７５ ２７７ 

設備投資額 ９１６ ３２５ 

 
 
２．通期の見通し 
・国内線旅客事業・国際線旅客事業は、第２四半期以降、新型インフルエンザの影響は緩和され

てきました。需要についても緩やかながら回復が期待されるとともに、需要動向に機動的に対

応し、収益力の向上を図ります。 
・また、「ＡＮＡ 夏の大作戦」を展開し、景気回復を待つことなく、プレジャー需要を中心に、需要

喚起を実施していきます。 
・貨物事業は、中国、アジアを中心に荷動きは改善傾向にあり、内際ともに需要回復が第２四半

期以降も継続すると想定されるとともに、機動的な運賃政策により収益性の向上を図ります。 
・過去最大規模の７３０億円のコスト削減に加え、約３００億円の追加収支改善策を実施し、第１

四半期の収入減による収支への影響を最小限に抑えていきます。 

かかる状況から、平成２２年３月期の通期業績予想は、期初予想を据え置いております。 

単位：億円（単位未満は切り捨て）     

【平成２２年３月期見通し】 期初予想 前期実績 
（平成２１年３月期） 

増減 

営 業 収 入 １３，５００ １３，９２５ ▲４２５ 
営 業 利 益 ３５０ ７５ ２７４ 
経 常 利 益 ５０ ０ ４９ 
当 期 純 利 益 ３０ ▲４２ ７２ 

以上 


